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   Eight years have passed since extracorporeal shock-wave lithotripsy (ESWL) was used 
clinically for the-first time, and now its usefulness is recognized all over the world. At first, 
variable cases were considered to be contraindicative, one of which was the radiolucent 
calculi. 
   This time for two cases of the radiolucent calculi we performed ESWL under retrograde 
pyelography. Using this technique, we brought the filling defect of RP into the focus of the 
shock waves. The stones were effectively disintegrated and these patients became stone-free 
in five weeks.




め,X線 陰性結石症例に対しては難 しい とされてい
た.今 回,著者は2例のX線陰性結石に対し逆行性腎













一反 応 と思わ れ る顔面 発 赤 な らびに 全 身に お よぶ掻 痒
感 の 出現 を み た.1985年6月ll日ESWLに よる治 療
を希 望 し,当 科 を 受診 した.同 年12月10日精 査 お よび
ESWL目 的 に て 当科 に入 院 した.
入院 時 現症:体 格 中等 度,栄 養 状 態 良好.眼 瞼結 膜
に貧 血 像 な く,眼 球 結 膜 に 黄 染 な し.胸 腹 部 理 学的 所
見 に異 常 認め ず,
入 院 時 検査 成 績=血 液 像;赤 血 球 数480×104/mm3,
白血 球 数6,600/mm3,血色 素量17.Og/dl,ヘマ トク
リッ ト値46・2%,血小板 数24.1×lo4/mm3.血液 生 化







mg/dl,FBsl23mg/dl,尿所 見;褐 色 透 明,pH
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た,腎 孟 腎杯の造影は不良であった.そ の後も多数
の結石片の排石が認められ,術後13日目に施行した逆
行性腎孟造影(Fig.5)では腎孟,腎 杯は造影され陰

































白血 球 数6,1001mm3,血色 素 量12.891dl,ヘマ トク
リ ッ ト値39,7%,血小 板数20.2×104/mm=.血液 生 化







mg/dl,FBS97mgld1.尿所 見;褐 色 透 明,pH6.9,
糖(一),蛋 白(一),潜 血(+).尿 沈渣;赤 血 球
1/10hpf,白血 球1/10hpf,上皮(一),尿 細 菌 培 養 陰
性.
膀 胱鏡 所 見:膀 胱 内 に腫 瘍,結 石 な どは認 め ず,尿
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は,下 腎 杯 にお い て術 前 よ りも広 範 囲 にhighdensity
shadowを認 め,破 砕 され た結 石 片 が 占拠 して い る と
思わ れた,上 部 尿 管に はhighdensityshadowは認
め られ なか った,そ の 後 も結 石 片 の排 石 が認 め られ,
術 後5週 目に 施行 したCTに おい て は,左 上部 尿 管
に 下 腎杯 より下 行 した結 石 片 と思 われ るhighdensity
shadowが認め られ た が,腎 孟,腎 杯 のhighdensity
shadowは消失 して いた,術 後5週 目に施 行 したDIP
(Fig.10)にお いて は,両 腎 よ りの造影 剤 の排 泄 は良









術後経過 術後1日 目より黄褐色砂状の破砕 され
た結石片が排石され,同 日施行 したCT(Fig.9)で
Fig・10・DIPI5/after5weeksofESVfL;Good
盟 鴇 雌e器'影 ,"ld・・y
田部,ほ か=ESWL,X線陰性結石
杯および尿管の拡張像は認められず,陰影欠損像も認
められなかった.術 後排石された結石成分 は,尿 酸
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〈一 般 名 シスプラチン〉
健保適用
効能 又 は効果:
下記 疾 患の 自覚 的ならびに他覚 的症 状 の寛 解
睾 丸腫 瘍 、膀 胱 癌 、 腎孟 ・尿 管腫 瘍 、 前 立 腺癌 、
卵 巣癌 、 頭 頸 部癌 、 非 小 細胞 肺 癌
●用法・用量、使用上の注意等は添付説明書をご参照ください。
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